
ノンプログラミング開発で、
モバイルアプリ開発を内製化

外注開発コストを削減

人事労務や経費精算などの機能を揃えるクラウド型企業情報システム「dDREAMS」。
昨今のモバイルワークスタイル需要を受け、あらゆる業務のモバイル化にも対応する。ドコモ・
システムズではモバイル活用を推奨するうえで、画面速度やUIの利便性に注力すべく、
WEBではないモバイルアプリにこだわった。そして、モバイルアプリの開発を内製化することで、
OSごとのバージョンアップ対応による開発コストを削減し、さらに現場ニーズをスピーディーに
反映できる開発体制を構築した。

『Unifinity Platform』 導入の背景と課題

ヌルヌル感やデバイス機能を求めるならモバイルアプリ。
開発を内製化し、コスト削減と迅速なニーズ反映を同時に実現したい

「働く人を幸せにしているのか」₋₋₋₋₋数々の講演でそう語るのは、ドコモ・システムズのクラウド事業部コンサル
ティング部部長：井尻氏（取材当時）。同社では、働き方改革において「モバイルワークスタイルの実現」を
重要と捉えており、業務のモバイル化を推進している。

会計や給与、経費などのあらゆる経営データが連動することでリアルタイムマネジメントを可能にする
「dDREAMS」。 スケジューラへの入力を起点にワークフローや会計情報が連動するこのシステムは、現在、
NTTグループ22万人が利用し、様々なモバイルデバイスにも対応する。例えば、スマホから出張の予定を登録
するだけで、旅費精算やプロジェクト原価など時間計算が同時に行え、また、社内稟議をスマホから決裁するこ
とも可能だ。ドコモグループの場合、およそ8割の業務をモバイルだけで完結できるだろう、と井尻氏は言う。

同システムの根幹でもある「スケジューラ」のモバイル化にあたり、WEBアプリではUI的に限界が見えていた。
同社では、スマホやタブレットの快適な操作性の確保は、EX（＝Employee Experience、従業員体験）
の向上を担保するだけでなく、効率的に業務を処理し生産性を上げるうえでも必要不可欠と考えている。その
ため、業務アプリで活用されるカメラやバーコードリーダーなどのデバイス機能やPUSH機能も使え、描画速度や
利便性の高いモバイルアプリ（ネイディブアプリ）での開発を希望していたのである。

しかし、ここで課題となるのがスピーディーな開発と運用体制だ。「dDREAMS」においては当初、大手Sl企業
とパートナーシップを組み、OSバージョンアップやUI改善に対応するためのチームを常備していた。しかし、デバ
イスごとの開発やバージョンアップ対応などの開発外注コストが高く、また、業務現場の声を迅速にアプリ開発に
反映できない状況に歯がゆい思いを抱いていたという。モバイルワークと共に、EX向上の重要性を唱える同社
にとっては大きな課題となっていた。
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ドコモ・システムズ株式会社

「dDREAMS」をはじめとしたクラウ
ドソリューションを幅広く展開する。
NTTドコモを支える大規模な業務
インフラの開発・運用サポートを通
して鍛えあげてきた深いノウハウと
先進のITスキルを活かし、あらゆる
企業の「変える力」につなげていく。

〒107-0052
東京都港区赤坂1-8-1
赤坂インターシティAIR 25階
https://www.docomo-sys.co.jp/

クラウド事業部 コンサルティング部
部長 井尻 周作 氏（取材当時）

22万人のモバイルワークを支える「dDREAMS」。

システムの中枢を担うモバイル対応を『Unifinity Platform』で内製化し、

開発コスト削減と現場ニーズのスピード反映を実現。

【業種】
・情報・通信業
・クラウドソリューション事業

【用途】
・モバイルアプリ開発の内製化
・社内システムとの連携
・業務改善支援
・管理業務支援
・経営支援

OSバージョンアップやUI改善の度に、
外注コストがかかっていた

現場ニーズの迅速な反映ができなかった

EX向上に、モバイルアプリの開発が
好ましかった

課題 導入効果

現場ニーズを反映しながらアプリ開発

クラウド事業部 コンサルティング部
担当部長 西田 典了 氏

クラウド事業部 クラウド開発部
部長 宮本 英典 氏



OSバージョンアップ耐性とノンプログラミング開発、
画面表示機能は、我々のニーズとマッチした❝

❞

『Unifinity Platform』 選定のポイント

ドコモ・システムズでは、長期的な運用を視野に、モバイルアプリのパフォー
マンス、社内人材の活用、メンテナンス性、の3点を中心に開発ツール
が比較検討された。

当時、WEB技術ベースのツールが中心であったため、モバイルアプリの
開発には適さず、また、高度な開発エンジニアも必要としたため、選定
は難航したという。こうした中で、井尻氏は、ユニフィニティー社の
『Unifinity Platform』との出会いを果たす。

「国内でも先進的なMADPツール（＝Mobile Application
Development Platform）があると知人から紹介をいただきました。
第一印象は、ベンチャーですし、あまり大きな期待はしていなかったのが
正直なところです。しかし、ノンプログラミングの開発基盤と聞いて、プロ
グラマーを多く抱えない我々の開発部隊にとっては有効なのではと思
いました。国産というのも安心ですね。それから他のツールと比較検討
を進めている際に、ちょうどAndroid OSがバージョンアップし、他社ツー
ルは不具合が生じたのですが、Unifinity Platformだけは特に影響
もなく動き続けたことに驚きました。この耐性が大きな決め手となりまし
た。他方、表示のスピードなど性能面で苦労した部分はありましたが、
チューニングを繰り返すことで最終的にはネイティブアプリと比肩するレ
ベルにまで向上しました。こうした迅速な対応も国内ベンダーならでは
だと思います。」（井尻氏）。

2016年秋、同社は、『Unifinity Platform』の導入を開始した。

カスタマイズにも柔軟かつスピーディーな共創サポート❝ ❞

導入までの流れ

『Unifinity Platform』の導入にあたり、同社は、ドキュメントの提供
からレクチャー、「dDREAMS」に沿った機能や利用者が求める新機
能の拡充までの一貫したサポートを受けることができた。本格稼働後
も、導入までに得た知見を活かして、ドコモ・システムズが独自に社内
教育を実施できるようになっている。

「国内企業ならではの迅速かつ柔軟なサポートに助けられました。
「dDREAMS」を利用する現場は、それぞれ業務フローも関わる人間
も異なります。各方面から上がってくる要望にも、すべてを瞬時に実現
できるわけではなく、どの機能を拡充していくべきか迷うことも多々あり
ます。そのような時、ユニフィニティーが実際の開発現場に入り、ビジネ
ス設計の手順や課題などを細かくヒアリングしたり、足りない機能を適
宜追加していったり、モバイルアプリを共に創り上げていく姿勢で臨んで
いただきました。こうしたサポートも導入の決め手になりました」と井尻
氏・西田氏は話す。

開発コスト40％削減、内製化により外注チームの常備
が不要に。市場ニーズをいち早くアプリに反映し、現場
の事業競争力も高まる

❝
❞

導入効果と今後の展開

こうしてドコモ・システムズでは、2018年より『Unifinity Platform』
を活用した「dDREAMS」の運用をスタート。2018年5月現在の
「dDREAMS」のユーザー企業数は150社以上に広がり、在宅勤務
サポートアプリなど新たな開発も進められている。外販も順調に展開
中だ。

『Unifinity Platform』の導入効果については、「「dDREAMS」を
支えるモバイルアプリ開発を内製化し、開発コスト40％削減を実現し
ました。一方、開発期間に関してはまだ改善の余地があると考えてい
ます。また、内製化により、我々の市場ともいうべき業務現場でのニー
ズをモバイルアプリやUI改善に迅速に反映できるようになったことで、
従業員やお客様の事業競争力が上がった、という声をよく耳にします。
この点は、弊社にとっても大きな優位性として、今後に生かしていきた
いですね。」（井尻氏）

今後、さらに拡大していくためには、機能面・非機能面における課題
を順次クリアしていく予定だ。「セキュリティ対策をしっかりしたうえで、
モバイルを活用したワークスタイルに裏打ちされた業務効率化によって、
残業代を4分の1にすることも可能と考えています。既にドコモグループ
では、「dDREAMS」を活用して、旅費申請関連業務を52％削減、
支払い業務や文書管理などの業務委託コストは73％削減、さらに
電子化による紙コスト削減96％という結果もあります。今後、従業
員やお客様のニーズをどんどん吸い上げて、真の働き方改革を推進し
ていきたいです」と井尻氏・宮本氏は語る。

ユニフィニティーは、モバイル活用を推進するプラットフォーマーとして、
また、「dDREAMS」外販を推進するパートナーとして、取り組みを
全力でサポートしていく予定だ。
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